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スについて討論する場であり、その成果は IICS Monograph Series として2014年ま
でに25号が刊行されています。
以上、国際関係研究所の主要な活動について簡単に述べてきましたが、研究所
の方向性は設立当初から明確に示されており、そうした中、研究所研究員と大学
院生が自律的な研究者を目指して研究を継続していくと同時に、研究所の運営に
対しても主体的に関与し、現在の研究所をかたち作ってきたと言えます。現在、
国際関係研究所では助教2名と11名の研究所員が、5名の専任教員とともに研究所
の運営を担っています。これまで大学院在籍後に研究所研究員となったメンバー
は総勢で60名を超えますが、すでに34名の方々が専任教員として研究・教育に携
わっています。このような事実からも、国際関係研究所が研究者の育成に大きく
寄与し、その役割を十分に果たしてきたと言えます。
今日、世界情勢はますます厳しくなっていますが、国際関係研究所に関わって
来られた方々の様々な貢献と蓄積を基に、さらなる研究所の発展に向けて尽力し
て参ります。最後に、40年にわたる国際関係研究所の活動を様々なかたちで支
援してこられた多方面からの研究者、教職員、研究所研究員の方々に、深く感謝
の意を表します。
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